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メタボリックシンドロームとは？ 

お腹がポッコリ出ている肥満は、内臓

に脂肪が蓄積されている「内臓脂肪型肥満」と

診断され、かつ高血圧・脂質異常・高血糖のど

れか２つ以上に当てはまる場合を、メタボリッ

クシンドロームを呼びます。 

内臓脂肪型肥満があると、高血圧症・脂質異

常症・糖尿病などの危険因子が重積しやすく、

心筋梗塞や脳梗塞の原因となる動脈硬化を進

行させるので、十分な対策が必要です。 

 

 

心筋梗塞と脳卒中のリスクが高まる！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メタボリックシンドローム対策 

心筋梗塞 

脳卒中 

男性:85cm以上　女性:90㎝以上 

収縮期血圧：130㎜Hg以上 

拡張期血圧：85㎜Hg以上

　のいずれか、または両方

中性脂肪（TG）：150㎎/㎗以上 

HDLコレステロール：40㎎/㎗未満

　のいずれか、または両方

空腹時血糖：110㎎/㎗以上

血　圧

内臓脂肪の蓄積（腹囲）

脂　質

メタボリックシンドロームの判定基準

　+  以下のうち2項目以上

血　糖

肥   満 

多 量 飲 酒 

過労・ストレス 

その他の危険因子 

4 大危険因子 

糖尿病やその前段階である糖尿病疑いでも、 
心筋梗塞や脳卒中のリスクがあがることが 
確認されている 

脂質異常症 

高 血 圧 症 

喫   煙 

糖 尿 病 

心筋梗塞・脳卒中の最大の危険因子である 

LDL コレステロールの高値は、特に心筋梗 
塞のリスクを上昇させる 

禁煙により、速やかにリスクが下がること 
がわかっている 
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